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①死亡災害「０」の達成　②第三者災害の防止　③安全衛生水準の向上

★特に防止すべき災害
　①墜落、転落事故の防止

墜落制止用器具（安全帯）の完全使用・墜落防止設備の先行設置・全ての開口部を塞ぐ
墜落制止用器具（安全帯）を『マメに点検・高さに応じ正しく装着・確実な使用』の実施

　②機械関連災害の防止
安全三原則の周知と徹底（無線機の使用と合図の徹底・蛍光チョッキの着用）
指揮命令系統の明確化（ 安責者・作業主任者・作業指揮者・誘導者・合図者・監視人・オペレーター等）
重機の転倒（作業床の点検・重量物の吊り上げ作業の確認）

　③崩壊・倒壊災害の防止
壁倒し等作業主任者の直接指揮の実施
事前打合せと全員での周知、作業変更時全員での再周知

　④第三者災害・飛来落下事故の防止
活線（仮設含む）・地中埋設配管等の確認
道具（斫りノミ等）の置き忘れによる飛来落下の防止（工具箱等の使用）
解体材（鉄筋、ボルト、スタッド、ガラ等）の飛散防止
解体重機油圧ホース破損の点検を確認

　⑤火災事故の防止
火気使用届提出とルール遵守（無火気工法の検討・監視人の配置）
ガス溶断作業前の点検（ガスホース劣化・逆火防止器の確認）
可燃物が有る場所でのガス溶断及サンダー使用禁止

　⑥健康障害の防止
特殊健康診断の受診と結果のフォロー・適正配置
保護具の完全使用と管理、点検の記録
自然換気の不十分な場所での内燃機関を有する機械の使用禁止の徹底
石綿粉じんばく露防止措置の徹底（労働者の健康障害防止対策指導と実施状況の確認）
熱中症対策等を実施した現場環境の整備

★重点的に実施すべき事項
　取組み姿勢　事業主・職長を軸とした、より自主性のある安全管理体制の確立
　①末次業者作業員までの、安全意識向上につながる、年2回の「送り出し教育」の実施強化
　②安責者・作業責任者（職長）等の組織立った役割分担と責任の教育・指導の強化
　③現地の状況を考慮し、作業員の意見を反映した「作業手順書」の作成と関係者への確実な周知
　④災害事例等（特に機械関連災害）をわが身に置き換えた、実効性のある現地KY活動の実施
　⑤職長会活動による「不安全行動」の防止（声掛け、声返し運動・コミュニケーションの向上など）
　⑥末次業者までの、作業員の健康状態の正確な申告と事業主・職長による医師の意見に基づく
　　適正配置（現場内私病発症・熱中症防止への対応強化）及び事業主による労働時間の適切な管理
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安全衛生推進委員会

・事故・災害事例やヒヤリハット体験な

どを繰り返し教育する。

・教育動画を活用して安全意識を高める。

・作業手順書の見直し、作成。

・災害事例シートの見直し、作成。
　（過去の類似災害を考慮）



─3─

15日

３. 2025年安全衛生管理計画書 ２０２５年１月１日

毎月3回 職長の積極的参加・（再下請負業者共）
CCUS加入の推進・パトロール強化
「送り出し教育テキスト」の使用
外部講師へ依頼
中災防・建災防・当社
再下請負業者へ出張教育
外部講師へ依頼
社員及再下請負業者

随時
随時
随時
随時（会社訪問）
随時
随時

１. 安全衛生管理体制を確立する。
２. 安全衛生管理状況を掌握する。
３. 作業所の安全衛生管理体制を確立する。
４. 安全衛生責任者は毎日の安全施工サイクルを確実に実行する。
５. 事業主パトロールの強化・再下請負業者帯同（事業主・または代行者）を行う。

１.安全施工サイクルの実施
２. 現地での作業手順と
「災害事例シート」を活用した
ＫＹ活動の実施

３. 元請との打合、会合への
積極的参加、作業員への周知

４. 適正配置の完全実施
５. 再下請負業者（事業主・職長）の出席

１.安全衛生管理計画の作成
２.安全衛生委員会
３.安全衛生推進委員会
４.安全衛生協議会
１.雇入、送り出し、作業変更時教育の徹底
２.職長教育・再教育の実施
３.技能講習、特別教育の受講・実施
４.再下請負業者事業主・管理者の指導
５.各種建設機械オペレーターの再教育の実施
６.墜落制止用器具を用いて行う作業
　に係る業務に係る特別教育

全作業所徹底

　　〃

　　
〃

　　〃
　　〃

安全衛生責任者

　　〃

　　
〃

　　〃

　　〃

作業員の積極的参加
災害事例シートを作成し、
活用する

工事打合せ・災防協・
ミニ災防協
適正配置通知書の確認
災防協とパトロール帯同

１. 全国安全週間（準備月間）
２. 全国衛生週間（準備月間）
３. 年末年始災害防止（パトロールの強化）
４. 安全大会（北区赤羽会館）
　 （送り出し教育の実施）

  7/1～7（6月）

10/1～7（9月）

12/15～1/15

1月・7月

安全スタッフ

安全スタッフ

安全スタッフ

安全スタッフ 社員及関連再下請負業者
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（7ページ）
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整理整頓・清掃されたキレイな現場で、
ルールを守って作業する！

『正直でタイムリーなホウ・レン・ソウ』
『危ないことを危ないと感じる感性を
大切にしよう！』

建設業の魅力向上にむけて技能者一人ひとりの「技能」と「経験」をしっかりと「認
め」「育てる」仕組です。
事業者・技能者の登録、作業所入場ごとにカートリーダーへのCCUSカードタッチを必
ず行うように指導、徹底して下さい。
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技能講習
車両系建設機械（整地等）運転業務
従事者
フォークリフト（最大荷重1t 以上）
運転業務従事者
小型移動式クレーン（最大荷重5t未満）
玉掛（最大荷重1t 以上）

特別教育
フォークリフト（最大荷重1t 未満）
運転業務従事者
ローラー運転業務従事者

免許
移動式クレーン運転士免許者
クレーン・デリック運転士免許者

 「クレーン」とは
 ●クライミング式ジブクレーン
 ●橋形クレーン　等

安責者・作業責任者（職長）等の組織立った役割分担と責任の教育・指導を強化

  必要な教育を受けた安責者・作業責任者（職長）を任命してください

■安衛法で定められた職長・安責者教育及び能力向上教育を必ず受講させてください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●初任時教育

職長・安全衛生責任者教育　　　　　　　　●法廷カリキュラム14時間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●講師資格：新CFT講座修了者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●初任時教育後5年ごとに再教育

職長・安全衛生責任者能力向上教育　　　●法廷カリキュラム5時間40分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●講師資格：新CFT講座修了者

■「安全衛生環境誓約書」に定める職長・安責者の責務

　1．新規入場時の安全・衛生教育 7．病者の就業禁止
　2．通門管理に基づく適正配置 8．不安全行動の排除
　3．再請負業者を含めた指揮命令系統の確立 9．作業を指揮する者の職務の実施に対する
　4．作業間の連絡調整への参画及び実施 　 確実な監督
　5．安全常会の確実な実施 10．「声かけ運動」の推進
　6．職長会への参加 11．その他安全・衛生の確保に必要な措置

安全の要であるオペレーターを責任をもって任命してください
各種建設機械のオペレーターは、5年以内毎または随時再教育を受ける必要があります
（安衛法60条の2）

■安衛法で示されている再教育が必要とされる資格（抜粋）

■危険回避に関わるクレーンオペレーターの権限と責任
　クレーンオペレーターに対し、大成建設の作業所長は「玉掛けの方法や合図に危険や不安がある
　場合には、クレーン運転操作を中止する」権限を与えています。
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作業変更は作業所と安責者・作業責任者（職長）が情報を共有し、検討・協議の上対応する

「作業変更」とは、前日の予定と違う作業をすることであり、以下のようなケースを言う
（1）前日に打合せた作業以外の作業を行う場合（当日の予定にない作業を行う場合）
（2）前日の「工事・安全打合せ」の内容に対し、以下の事項が変更されること

①施工体制（作業を指揮する者、指揮命令系統）　 ③作業方法、作業手順、使用機械
②施工範囲・場所・時間　　　　　　　　　　　④災害防止のための措置

「計画変更」に該当

「作業変更」に該当

作業を中止

計画変更の場合

作業を一旦中断

作業所長（元請社員）
への連絡・協議

リスクアセスメントに
基づいた

リスクアセスメントに基づいた

作業所長が
変更内容を判断

作業内容の再検討・調整

変更内容の承認
（作業所長）

作業変更周知会
（作業所・関係する全ての作業員）

関係者全員に納得させる

実施作業計画書を
一次事業者が安責者
・作業責任者（職長）

と再作成
（作業所・安責者・作業責任者（職長））

※打合せ書に変更内容を朱書きし、手順を
　明確にし、作業責任者（職長）がサインする

※打合せ書に変更内容を朱書きし、手順を
　明確にし、作業責任者（職長）がサインする

現地作業手順「ＫＹ・作業再開前点検」の実施

作　業　再　開

変更内容の調整・確認
（所長が指名した元請工事担当者）

★作業を一旦中断し、安責者
　・作業責任者（職長）に連絡

作業変更に該当

計画変更に該当
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8. 適正な保護具・工具

ディスクグラインダー

●あごひもは指１・ ２本が入る程度で
しっかり締める
●まっすぐ被る
●タオルや帽子の上から被らない

●作業に適合したもの
　を使用
　　（ブレーカー作業は耐防手袋）
●用途別に防振耐電気、
　やけど防止、化学防護
　などがあり、材質として革製、合成繊
　維製、ゴム製、特殊加工などがあります。

□カッター作業、ガラス等切断面が鋭利な
　ものの取り扱いでは耐切創防止用を使用

（EN388規格品があります）
（アラミド手袋）（アラミド保護カバー）

□現行の規格品を使用しないと法令違反です
作業員の着用する安全帯の各表示が「墜落防止用器具規格適合
品」となっていることを確認して、現場に入場させてください
□作業床のない場所でフルハーネス型を使用するには法令
が定める特別教育が必要です
□事業者（その代行者である職長）は安全帯の日常点検、
使用期限の確認を必ず実施してください

□二の腕・手首が露出しない
　長袖の服
□専ら火気作業を行う作業では、
　難燃性素材の作業服を着用
□コミュニケーションワッペン
□落下防止ひも付き工具
□作業責任者、監視人、
　誘導者などの役割の表示
□ファン付き空調作業服
火気作業の場合には綿100％（綿
難燃）のものを着用、またファン
には金属フィルターを付けてくだ
さい

□足首やくるぶしが露出しない
　ズボン・靴下

□保護カバー
　●保護カバーを改造せず、正規の保護
　　カバーを装着使用する

□ダイヤモンドカッター刃
　●使用前に刃の亀裂有無を点検する

□作業で使用す
る工具（ノミ
等）を工具箱
に入れて置き
忘れがない様
に管理してく
ださい

工具箱（バケツ）
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議長 髙山 智幸
 富田 浩之
 三井 泰輔
 熊谷 朋晃
 揚張 則行
 宮本 　隆
 森田 　潤
 大宮 俊二（産業医）

 髙山　 眞悟（オブザーバー）

 桑原 英樹

 小林亜寿翔
 髙田 孝司
 多田 正和
 多田 　亮
 田中 伸明
 中西 優太
 馬場 健悟
 菱山 優樹
 三岳 芳彦
 宮川 光司
 森﨑比呂志
 森田 瑛斗
 森田 　潤

 芳賀 慎一  （株）エムエー工業
 増田 　勲  （株）エムエー工業

 新野 伸一

 池田 政夫
 太田 　宙
 大森 信一
 奥田 高明
 園城 　淳
 上岡 心一
 川嶋 光輝
 小山 和男
 小山 和之
 重野　　晶
 高梨 俊男
 高梨 文男
 田中 　昇
 中澤 良一
 長島 　誠
 七﨑 揚一
 村上 　強

 田口 　洋  （有）橋本組

 丸茂 晃一

 大井川海介
 扇田 亮太
 川平 亮介
 川名 智大
 久保田純一
 久保田良男
 栗田　康男
 黒澤 優介
 後藤 將史
 宍戸 義明
 新里　翔太
 鈴木 繁二
 セレノ　ドナト
 髙橋 好則
 竹内 　仁
 中沢 言一
 長島 裕一
 西村　忠幸
 野﨑 弘治
 平田　瑞季
 藤巻　拓也
 本田 　正
 松永 拓海
 丸茂　憲二
 丸茂 涼音
 三浦　　良

 新井 仁太  （有）鈴一工業
 石井 　俊  （有）鈴一工業
 武石 匡之  （有）鈴一工業
 渡辺 剛将  （有）鈴一工業

 渡辺 昌彦
 奥島 直輝
 安食 亘弘
 和田 利一
 揚張 則行

 安食 智弘
 伊木富久人
 伊波 祐司
 岩本 寛志
 落合　　博
 折笠 昌昭
 金子 　開
 小関 　誠
 齊藤一路志
 佐藤 　光
 関 正人
 髙鹿 俊生
 田中 将規
 丹藤 裕則
 七﨑 大輔
 沼澤　駿矢
 濵島 　巌
 福田 　稔
 宮本 　隆
 宗像夏耶斗
 山田 善之
 
 堀　進一郎  （有）うきた解体工業 
 金城　繁弥  （株）今組
 大西 尚之  （株）今組
 大峯 政人  （株）今組

 柿沼 太郎  （有）岩本解体
 岩本 好司  （有）岩本解体

 山口 英樹  （株）塚越商店

 石川 敦久  （有）若林興業
 片桐 兼一  （有）若林興業

 藤井　聖志  ＭＣ興業（株）

議長 髙山 智幸
 髙山 眞悟
 富田 浩之
 桑原 英樹
 新野 伸一
 協力会事業主、
 　　　及び代理人

9. 会議組織員名簿


